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第第第第７７７７回回回回    定例定例定例定例教育委員会教育委員会教育委員会教育委員会議事議事議事議事録録録録    

日 時 ： 平成28年7月25日（月） 

場 所 ： ３階中会議室 

開会、閉会に関する事項 

                   10時00分 開会 

                   10時35分 閉会 

出

 

席

 

委

 

員

 

 1 永 野   治 

2 川 原 惟 昭 

3 長 野 則 夫 

4 久保田 悦 子 

5 森   和 範 

議

場

に

出

席

し

た

者

の

氏

名

 

 総 務 課 長   大 山 勝 徳 

 学 校 教 育 課 長   木原田 雅 彦 

 文 化 財 係 長   森 田  誠 

 文化スポーツ課長   山 元 國 枝 

 給食センター所長   前 田 千 弘 

 書 記   西別府 明 春 

 書      記   新 納 誠 朗 

議事 

日程 

 別紙のとおり 

 

審審審審                    議議議議                    状状状状                    況況況況    

 （永野委員長） 

ただいまから、平成28年第７回定例教育委員会を開会します。 

（西別府） 

 姿勢を正してください。一同礼。 

（永野委員長） 

 それでは、平成28年第６回定例教育委員会議事録の承認について移りたいと思います。 

 事務局より報告をお願いします。 

（西別府） 

 平成28年第６回定例教育委員会議事録について報告（別紙概要報告書により報告） 

（永野委員長） 

 ただいま、事務局より平成28年第６回定例会の議事録の報告がありました。ご質問等ないで

しょうか。 

（全員） 

ありません。 

（委員長） 

 報告のとおり、承認してよろしいでしょうか。 

（全員） 

 はい。 

（永野委員長） 

 平成28年第６回定例教育委員会議事録については、承認いたしました。 

 続きまして、委員及び教育長の報告に移ります。教育長からお願いします。 

（森教育長） 

 それでは、お手元の教育長諸般の資料に基づき、平成28年６月29日から平成28年７月24日ま

での報告をいたします。 

 （別紙諸般の報告により日を追って報告） 
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（永野委員長） 

 それでは、各委員より報告事項はありませんか。 

（川原委員） 

 はい。 

 あいさつ運動で、大口東小学校に行ってきましたけど、やはり2年目に入りまして東小はそ

うなかったのですけど、全体的に地域の方の参加も少なくなっている校区もあるなという感じ

を受けました。 

 福岡県のみやま市に研修に行き、そこであいさつ運動の話しがありました。 

 それと比べると盛り上がりが、若干、下火になっているかなという感じを全体的に受けまし

た。 

 みやまし市で「あいさつ日本一の町を目指して」の話しの中で「あいさつ日本一認定書」と

いう話しをされました。自己申告といいますか、子ども達が自分で校長室に行って、校長先生

に私に名人の認定書を下さいと自己申告でやるというのが、素晴らしいなと、既に1,000人ぐ

らい認定書を貰っており、子どもは、そういう認定書を貰うと自覚も何倍になるのではないか

という感じを受けました。 

（永野委員長） 

 他に、何かありますか。 

（久保田委員） 

 はい。 

 あいさつ運動のことで川原委員の方からもありましたが、だんだん、参加者も少なくなって

きたなと感じていたところなのですけど、校門だけではなく、駐車場スペースを確保できるの

であれば、少し学校から離れたところで待って声をかけてあげるのもいいのかなという感じを

2回目を回って見て感じたところでした。 

 以上です。 

（永野委員長） 

 私も委員を長くしており、学校訪問にも行っていますが、環境整備と先生方の質と言います

か、すごく上がってきているなと年々感じています。 

 その中で、教育に対する色々な制度とか仕組みが大きく変わっている中で先生達が大変な中

でやっていますので、やっぱり三者連携というのは非常に大事と感じています。 

 伊佐市の場合、各学校頑張っているなと全体的に感じました。 

 あいさつ運動も今、出ましたけど全市をあげて、教育委員会が音頭をとってやっている。 

 全市をあげていう部分が教育委員会は一生懸命やっているけど、全市をあげてという仕掛け

を、また考えていかないといけないなと、内側に投げかけていかないといけないなと感じがし

ました。 

 今、久保田委員が提案したように場所を変えてというのは必要かもしれません。配置をちょ

っと考えればいいのかなと思います。 

 （川原委員） 

 もうひとつ、いいですか。 

 教育長の報告の中で、法政大学の自治体推薦入試協議というのが市内にある3つの高校から、

一人推薦をするというのがありましたが、いつからですか。 
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（森教育長） 

 これは、長いですね。 

（永野委員長） 

 合併をする前からありました。 

（川原委員） 

 サークルの学生ですかね。地域応援団みたいな活動をしているような人達が来て手伝ってく

れるという繋がりが何年もありました。 

（森教育長） 

 地域づくりの学科があるのですね。そこと福祉の二つの学科に推薦ができるのですね。最近、

福祉の学科の方に多いですね。 

（永野委員長） 

 法政大学は毎年、多いですね。 

（森教育長） 

 ここに入ると、六大学の一つになりますので30万円の補助を受けることができます。 

 伊佐市内の高校に通っている生徒ということに、今はなっています。 

（永野委員長） 

 議事は、ございませんので次に移ります。 

 委員から提出された動議の討論等については何かありませんか。 

（全員） 

 ありません。 

（永野委員長） 

 以上で討論をおわりたいと思います。 

 これをもちまして、平成28年第7回定例教育員会を閉会します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

                   

  

 

 

                      

 


